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特集 2025へ向けて
学び、考え、触れ合い、はじけた。
気づきと発見、自分を変えた5日間
桜美林大学　“ジブン”探究プログラム
シリーズ 大学が地域の核になる
京都文教大学の挑戦
連載 16歳からの大学論
哲子の相談室　雑賀恵子の書評
大学ジャーナルオンラインから
トピックス 2018SGH甲子園
16歳からの志望理由書トライアルのご案内
縦組み1から4面
第7回科学の甲子園全国大会特集
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　学制改革以来と言われる教育の大改革が始まろうとしてい
る。大学教育改革、高校教育改革、大学入試改革を三位一体で
行う高大接続改革だ。当面は2020年度に新高１生が受験する
大学入学共通テストに関心が集まるが、次期学習指導要領で
学んだ（2022年の）生徒が受験する2025年度入試（2024年
度に実施）へも、中学受験などをきっかけに、小学生を持つ保
護者の熱い視線が注がれる。
　今回の改革の発端の一つは、これからの少子化、グローバル
化、ＡＩの深化などに対応できる「生涯学び続ける力」をもった
人材の養成にある。新たな高等学校学習指導要領は先生側の

「何を教えるか」の視点から、生徒側に立った「何を学ぶか」「何
を身につけるか」「どのように学ぶか」という視点に変わり、「ど
のように学ぶか」というテーマでは「主体的、対話的かつ深い学
び」（いわゆるアクティブラーニング）や「探究」を採り入れる。
　こうした学びの変化に対応して、大学入試は、知識に偏った
一点刻みの学力試験から、知識や技能をどのように使うか（思
考力・判断力・表現力等）や、主体的に学びに取り組む態度や、
多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして共同する力な
ど（学びに向かう力・人間性）を含め、新たな高等学校の学びで
育む学力の三要素を多面的、総合的に評価する入試に転換す

ることが求められている。
　なかでも学力の三要素のうちの学びに向かう力・人間性を
評価するためには、面接、グループディスカッション、プレゼン
テーションを活用することが考えられるが、高等学校段階での
新たな学びのプロセスや成果が蓄積されたeポートフォリオを
活用したプロセス評価型の大学入試が注目されている。
　また、高校で始まる新しい学びである「主体的、対話的かつ
深い学び」や「探究」の成果を何で評価するのかは課題である。
成果や日頃の態度の観察だけではなく、eポートフォリオに蓄
積された生徒の気づきから評価することも考えられる。さら
に、こうしたプロセスの蓄積は高等学校での学びの可視化に
つながり、学習評価やカリキュラムマネジメントなど高等学校
教育改革にもつながるのではとの期待の声があがっている。
　このeポートフォリオの構築が官民挙げて推進されている
が、今号ではその一つ、昨秋スタートした高大接続ポータルサ
イトJAPAN e PortFolio（JeP）について、その仕組み、目的や
狙いなどを紹介する。

JAPAN e-PortFolio（JeP）とは

　取組のベースになっているのは、2016
年から始まった文部科学省による「大学
入学者選抜改革推進委託事業5分野」の
うちの主体性等分野※1、事業名「《主体
性等》をより適切に評価する面接や書類
審査等、教科・科目によらない評価手法の
調査研究」。その概要については、「学力
の3要素※2の《主体性等》をより適切に評
価するために、教育委員会、高等学校等
と連携し、調査書、提出書類や面接等を
実践的に活用する方法、高校段階でのe
ポートフォリオとインターネットによる出願の
システムの構築、《主体性等》の評価尺
度・基準の開発等を行う」とされ、JePはそ
の中で、ICTを活用した入試モデルのプ
ラットフォームと位置付けられる。
　《高校生活の活動をeポートフォリオとし
て記録、振り返りができるポータルサイト》と
されるように、生徒が直接アクセスし、個々
のポートフォリオが作成できる（※ただし
IDとPWは個人情報管理の観点等から
学校単位で発行される）。記録できるの
は、主体性等の評価に欠かせない探究
活動の記録―課題設定の経緯に始まり、
参考文献、実験、調査、論文、フィールドス
タディ、プレゼンデータ、場合によっては大
学研究室訪問の記録、各種コンテストへ
の参加記録や結果など―や、特別活動
や部活動をはじめ、ボランティアなどの学
校内外の諸活動、海外留学経験、資格・
検定試験の結果などだ。ここで重要なこと
は、生徒が「気づき」を入力することにあ
る。例えば、実験での失敗から、生徒は何
に気づきをもち、次の実験に向けてどのよ
うに取り組んだかという学びのプロセスが
重視される（決して成功した成果だけが
評価されるのではない）。
　このように探究活動の記録を蓄積する

高校eポ
ートフォ

リオの

構築、導
入が進

む

ことから、総合型選抜（これまでのAO入
試）や学校推薦型選抜（これまでの推薦）
でのプロセス評価での活用が期待される。
また様々な活動を教員が承認する機能も
付き、これまでの成果を評価する選抜にも
おおいに活用でき、将来的には導入が検
討されているデジタル調査書との連携も視
野に入れられているほか、統一書式による
大学入学者受け入れシステムへの進化も
視野に入れる。また高校教員の評価が活
かせるだけでなく、ビッグデータを活用する
ことにより、高校教育改革の成果が可視
化され、データに基づく改革が可能になる
と考えられている。

今なぜ、ポートフォリオ、
eポートフォリオ？
　ポートフォリオを使って学びや様々な活
動を記録し、本人の振り返りや、評価・指導
に活かそうという動きは、平成10年改定の

《生きる力》を盛り込んだ学習指導要領
にあわせて本格化し、これまで小・中学校

では数多くの実践を見てきた。しかし高等
学校では、大学の入学者選抜の多くが学
力試験の成績を中心に評価してきたことも
あり、ほとんど普及してこなかった。ところが
新入試では、難関国立大学の中にも学校
推薦型選抜や総合型選抜の定員を増や
すとするところが現れ、しかも受験生の多
い一般選抜（これまでの一般入試）でも
学力試験だけでは測れない主体性なども
評価するようになるとされたため、調査書の
ウェートが高まるとともに、ポートフォリオへ
の期待が急速に高まった。ただ、新入試で
は大学側の選考に人手や時間がかかる
こと、大学入試改革と連動した次期学習
指導要領では調査書の記載内容が膨ら
み高校現場の負担が増えるなどが予想さ
れるため、ICT化への流れもあり、eポー
トフォリオ構築への動きが加速している。

※１　ほかに、人文社会分野（国語科）、同（地理歴史科、公
民科）、情報分野、理数分野がある。
※２　知識・技能、思考力・判断力・表現力等、主体性をもって
多様な人 と々協働して学ぶ態度（学習指導要領では「学びに
向かう力、人間性等」）。

高大接続ポータルサイト

　　　JAPAN e-PortFolioが始動、

新たな入試モデルの実証事業が始まる

eポートフォリオについての関心が高まる中、高校教員向
けのセミナーも盛んに行われている。その一つ、２月27

日に行われたNPO学校支援協議会（東京都）による「課題
研究とeポートフォリオ研究会」（於:大妻女子大学）には、都
内中心に私立高校の校長や進路指導担当者ら100名が集
まった。講師は一般社団法人　Glocal Academy理事長
の岡本尚也、グローバル・リンク・シンガポール日本事務局長
の植木和司郎、東京学芸大学教授　森本康彦、関西学院
大学高大接続センター次長　尾木義久の４名の諸氏。
　岡本氏は『課題研究の学習意義とその効果的学習方
法』と題して、次期学習指導要領の目指すところやその下で
の評価の在り方について、目玉とされる課題研究を中心に
語った。その上で、新入試とeポートフォリオの関連にも触れ、

「探求は20年前から重視されてきたが、今回は入試改革と
結びついた点に注目したい。一般選抜においても調査書の
重みが増し、志望理由書、活動報告書などが求められるよう
になる。探究はその結果よりも過程が重要であるため、その
記録をポートフォリオ等にしっかりと残し，積み重ねることが重
要」と付け加えた。
　JTB植木氏は、課題研究、探求学習の国際的な発表の場
であるグローバル・リンク・シンガポールの取組を紹介。英語に
よる研究発表を通じ、ツールとして英語を使うことでの英語力
の向上効果に言及。７月に開催される第５回目は前年の199
名を大きく超える約400名の参加希望があり、申し込みを調
整中。課外活動、体験型の活動に対する生徒・保護者の関
心の高まりを感じるとコメント。
　『高等学校の教育に求められるeポートフォリオとは』と題し
て講演した学芸大学の森本教授は、「21世紀型スキルなど
に象徴されるように、主体性を前提とした教育観へのパラダ
イムシフトの中で、ポートフォリオ、中でもeポートフォリオは、日
頃の学びを貯め込むだけでなく家庭学習も取り込めるなど、
継続的なパフォーマンス評価に欠かせない。学習成果を引
証づけるエビデンスとしてだけでなく、貯めること自体が自己
評価やメタ認知につながるから、学習とその評価を促進させ
るツールとしても重要」。その上で、「出願書類とは一線を画
すべきだともしながらも、受験生の学びのプロセスを見たい大
学の立場からすれば、入試にも十分活用できる」と語った。
　「主体性等分野」の代表大学の関西学院大学の尾木氏
は、学力の三要素の評価が難しいとされる一般選抜におい
ても、eポートフォリオに蓄積された情報を、各大学がアドミッ
ションポリシーに沿って重み付け、点数化することで採点作
業の時間短縮、負担軽減は可能なはず。JePは、民間事業
者の各種eポートフォリオやSNSと連携し、「各大学が一人ひ
とりの生徒を見つめる入試」「公平性・客観性から多元的な
評価に対する≪妥当性・信頼性≫（を重視する）入試」への
転換をサポートしていきたいと語った。
　なお2018年度に、「評価に利用」「参考、参照に利用」

「情報収集のために利用」のいずれかの目的で実証事業に
参加予定の大学は、４月17日時点で80大学にのぼる。また、
JePは2018年度に委託事業が終了した後には、事業と連
続性のある形で大学が主体となって運営する公益性のある
法人への移行が想定されている。

その①
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大学入試改革に続いて高大接続に注目が集まる中、オープン
キャンパスなどの機会を捉えて、高校生の主体的な活動や取
組を応援しようという大学も表れ始めた。私立大学では珍しい
学群制で、リベラルアーツ教育と専門教育を柔軟に学べること
を特長とする桜美林大学。３年前に始めた「AO・推薦準備セミ
ナー」が多くの高校生や高校教員に支持されていることを受
けて、この春から「“ジブン”探究プログラム」を始めた。この春
から学長になられた畑山浩昭先生にその主旨や目的について
お聞きするとともに、その様子を取材した。

学長は語る
桜美林大学の求める学生とは

この春から学長に就任し、学群の拠点
化、グローバル化の一層の進展を改革の
柱にすえていますが、国外からの学生募
集も含め、アドミッション（入試）の改
革も大きな課題です。

現在、文部科学省主導で進められてい
る改革のひとつの柱は、従来一般的だっ
た一回の学力試験の結果だけで入学者を
選抜するのでなく、受験生の意欲や適性、
また高校時代の教科外の活動なども含め
て選考する方法へ転換するというもので
す。入学者を選抜するという発想から、
入学許可を与えるという発想への転換と
言い換えてもいいかもしれません。

私は高校教育の現場経験もあります
が、高校の進路指導では、大学進学実績
を重視し、学力試験の成績を少しでも上
げることに力を入れるところが少なくあ

りません。生徒を少しでも偏差値の高い
大学へ送りだす。その先にあるのは、公
務員や大企業、ブランド企業への就職で
す。これはこれで否定すべきことではあ
りませんが、私は高校のすべてがそうす
る必要はないと考えています。

大学においても同様で、本学のような
独自の教育目標を持つ私立大学では、国
の改革を待つまでもなく、18 歳段階で
の教科の学力の完成度だけで選考する必
要はないと考えます。むしろ、アドミッ
ションポリシーを理解していることが確
認できれば、あとは高校で取り組んだ学
習、部活動や文化活動、本人の価値観な
どに目を向けることで、入学後の成長が
期待できそうな生徒を入学させたい。さ
いわい本学には、入学から卒業までの 4
年間で大きく変わり成長する学生が少な
くありませんが、彼らの多くは、高校時
代、様々な活動に積極的にかかわり、偏
差値とは異なる自分なりの価値観を育ん
できた学生だからです。「受験、受験」
で過ごしてきたわけではない。彼らは教
員との出会いなどから新たな気づきを得
ると、急に変わります。もちろん私たち
は、一般的な意味で言うところの学力、
勉強を軽視しているわけではありませ
ん。それどころか、入学してきた学生に
は、「学而事人」という、建学の時から
大切にしてきた考え、つまり学んだこと
を人々や社会に役立てなければいけない
ことを語り、自らの学びを社会に還元す
るにあたっては、できるだけ高いレベル
の知識、技能を身に付けた方が与えるイ
ンパクトは大きいと、学ぶことの大切さ
を熱く説きもしています。

学び、考え、
触れ合い、はじけた。
気づきと発見、自分を変えた5日間

“ジブン”探究プログラムを見学
「“ジブン”探究プログラム」は、春のオープンキャンパスたけなわの３月下旬、３月
25日（日）～29日（木）まで、町田キャンパスとプラネット淵野辺キャンパスで、
のべ５日間かけて開催された。３年前から始めた「高校生応援プロジェクト」の一
環で、グローバル・コミュニケーション、ビジネスマネジメント、健康福祉、芸術文
化の４つの学群がそれぞれ外部講師を招くなどして５つの体験プログラムを実
施した。対象は高１、高２生。全国でもユニークな試みということで、神奈川や東京
からだけでなく、静岡や長野、さらには広島などからも約150人が集まった。

グローバル・コミュニケーション学群
が、教育・研究における包括的な連携協
定を結ぶベルリッツ・ジャパン（株）の
協力で行われたプログラムには、３クラ
ス（１クラス約 12 ～ 20 人）40 人の生
徒が参加。３日間とも午前２時間、午後

３時間の時間割で、グローバル社会で欠
かせないクリティカルシンキングや、プ
レゼンテーション技術を中心に学んだ。
最終日にはポスターを制作、プログラム
の最後には、３日間の集大成としてポス
ター発表を行った。

「“ジブン”探究プログラム」とは

子どもたちが気づきを得て、変わり、
成長するのは必ずしも中学や高校、大学
への入学といった、大きなターニングポ
イントにおいてだけではないでしょう。
それはどこで訪れるかわからない。そこ
でこの春から、高校生に様々な学びや体
験を通して新たな気づきを得るととも
に、これまで気づかなかった新しい自分
を発見してもらおうという試みを始めま
した。名付けて「“ジブン”探究プログ
ラム」です。

本学ではすでに 3 年前から、自らの高
校時代を振り返るワークショップを通し
て、これまでの学びや経験を整理し、次
の進路先を選択する意味や理由を改めて
自問しアウトプットする機会の提供を始

めました。この取り組みはこれまでに 4
千人以上が受講、大きな反響を呼びまし
た。今回はそれを一歩進め、日常とは異
なる環境下で、他校の生徒と学びや体験
を共にする中で、自らの将来を考えるた
めのインプットの機会を用意しようと考
えたのです。それは自分の生きる道を見
つけるきっかけとなるかもしれません
し、もしかすると、学力の高さだけを競
うのとは違う生き方の発見につながるか
もしれません。

一連の大学入試改革の動きは、今や高
大接続、高校教育改革へとステージを移
しつつあります。そうした中で、いわば「学
力の高大接続」とでもいうべきものの他
に、「人間の成長の高大接続」というもの
もあっていいし、本学としてはそこにも
力を入れていくべきだと考えています。

グローバル・イングリッシュ・プログラム［英語プログラム］

桜美林大学　学長　
畑山　浩昭 先生

東京都新宿区百人町に新しいキャンバスを開設し、ピジネスマネジメント学群と大学院（一部）
を移転する計画が進行中です。企業の第一線で活躍する講師による講義や長期インターンシ
ップ。ピジネスの中心地・新宿で、企業と連携した実践的な教育を強化します。学生が主体と
なり運営する食堂やカフェ、イベントや展示会を企画・開催できるスペースなど、業界に特化 
した実習を可能にする専門設備。キャンバスすべてが学生の実習の場となります！
都心にある大学との連携により、学生たちの交流が活発になり、視野が広がります。

9
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グローバル・コミュニケーション学群
と、中国孔子学院本部と提携して設立し
た桜美林大学孔子学院が提供するもの
で、英語プログラム同様３日間開催で、
時間割もほぼ同じで行われた。参加者は
約 25 人。孔子学院の講師を中心に、中
国に留学経験のある学生や中国人留学生
も協力して、中国語のレッスンに加えて
中国の切り紙を体験するワークショップ
や、中国からの留学生とタピオカミルク
ティなどを作るといった異文化交流を
行った。ちなみに桜美林大学では 18 の
外国語が学べるが、中国語はその中でも
一番人気という。

芸術文化学群の音楽専修が担当し、３
日間に亘って朝から夕方まで行われた。
教員に加えて、田尾下哲（オペラや舞台
の演出家、４月からは桜美林大学 芸術
文化学群 准教授）、塚田良平（声楽指導・
ヴォーカルトレーニング）、RYOJI（ダ
ンス・振付指導・演劇指導）といった実
力派タレントが監修やコーディネーター
として加わった。オリエンテーションの

後は「ショービジネスの可能性」につい
ての講演。その後は、ヴォーカルとダン
スの基礎練習に力を入れた。最終日には
このプログラムのためのオリジナル作品

「ゼミ物語プロット」を、50 人の参加者
全員が２班に別れて発表。踊り終わった
高校生たちの顔には、仲間とともに一つ
のことをやり遂げた達成感が溢れてい
た。

健康福祉学群の提供で、特別講師には
ロンドンとリオのパラリンピック日本代
表トレーナーで、東京大会でも活躍が期
待されている菊地孝明さんが招かれた。
集まったのは、日頃部活動などでスポー
ツに取り組む 18 人。午前は、トレーナー
としてスポーツビジネス界で活躍するた
めに必要な知識やスキルについての「ス
ポーツビジネスの世界（トレーナーとし
ての活躍）」を聴講。午後は「明日から
できる毎日の身体のメンテナンス術」と

題して、部活動などですぐ使えるスポー
ツマッサージやリラクゼーションマッ
サージ、ストレッチを二人一組のペアで
行った。

コーディネーターの健康福祉学群の若
松健太講師は、「大学の授業の中で最も
インパクトのあるものからヒントを得
た。大学の次のステージである社会で求
められる人間力や、人と協調する力を養
うのに最適」と振り返る。

ビジネスマネジメント学群が提供する
ワークショップ。高校生にも身近なカ
フェについて、そのメニューや価格がど
のように決められているかについて学ん
だ後、１チーム４，５人で４つのチーム
を編成。各チームで自分たちの店の経営
についてアイデアを出し合った。その後、
各店の売りやオリジナルメニュー、価格
などをポスター発表。最後は各店の利益
をコーディネーターの先生が発表、各
チームの取り組みについても公表した。

「情報をもとによく考えたか」「自ら動い
たか」「話を聞き考えを伝えることがで
きたか」の３つのキーワードを手掛かり
に振り返りが行われた。

　コーディネーターをした（株)採用と育成研究社の鈴木洋平さんは「グループワークにしたのは、仕
事の多くは共同作業で、大学でも今後は増えていくと予想されるから。ここで大事なのはグループに
貢献すること。チームが勝っても自分が貢献していなければ嬉しくない。苦手と思う人は、授業や部
活、課外活動などを通じて日頃からそのことを意識すること。そうすれば社会で活躍できる人になる」。
またビジネスマネジメント学群の教員からは「相手のあるビジネスには正解がない。そこがまた面白い
ところ。本学群に≪経営≫という名前をいれていない理由もここにある。来年からは新宿の新しい
キャンパスでさらに刺激的な学びが経験できるだろう」と結んだ。

　この「“ジブン”探究プログラム」、来年度はリベラルアーツ学群からもプログラム提供が予定されているとのこと。桜美林大学では近い将来、オープンキャンパスそのものを従来型のものから、
今回のような、学びや体験の場を通して主体性や思考力、判断力を養うようなプログラムに移行するとともに、これまで２回に亘って多数の参加者を集めた「AO・推薦準備セミナー」のさらな
る充実を図っていきたいとしています。

１日
開催

１日
開催

グローバルキャンプ［中国語プログラム］ ミュージカルワークショップ

スポーツビジネスの世界を考える［トレーナー編］ 高校生チャレンジキャンプ

3日間
開催 3日間

開催
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2017年度の地域連携学生プロジェクトを振り返る

宇治市を中心とした京都府南部地域は、宇
治茶の産地として知られている。このプロジェクト
は、学生たちが宇治茶について学び、学びを通
して知った宇治茶の魅力や楽しさを広く地域に
発信する活動で、2017年度で8年目を迎えるベ
テランプロジェクトとして、学内のみならず地域で
の知名度も高い。2017年には新メンバーが多数
加入し、「宇治茶を知るきっかけづくりの場を増や
す」を目標に掲げて活動を進めた。毎年秋に親
子を対象に実施している「宇治茶スタンプラリー」

（宇治茶にゆかりのあるポイントをクイズに答えな
がら巡るクイズスタンプラリーで、1万人近い参加

者がある年も少なくない）や、中宇治地域のお
茶屋を巡り、店主の話しに耳を傾けながら店舗ご
とのこだわりのお茶を頂く「聞き茶巡り」といった
主催事業だけでなく、学内外の地域イベントにも
積極的に参加。お茶を美味しく淹れるコツを伝え
るワークショップや、観光シーズンに来訪者に宇
治茶を振る舞うキャンペーンなど、参加者とプロ
ジェクトメンバーが直接的に関わる企画の実施に
も力を入れた。2018年度も継続実施を予定して
おり、従来の主催事業のブラッシュアップと子ども
たちを対象にしたワークショップの企画を検討して
いる。

地
域
と
向
き
合
い
、

地
域
で
学
ぶ
、

　
学
生
独
自
の
取
組

2018年2月、1年間の活動を通して、学生たちが学んだ事、
プロジェクト活動の成果や課題をまとめて報告を行う
「地域連携学生プロジェクト2017　成果報告会」が開かれた。
当日は、選考にも携わった学内外の評価委員も招き、評価とコメントをもらった。
報告会の内容を元に、3プロジェクトの1年間を振り返る。

本学のサテライトキャンパスがある宇治橋通
り商店街と連携し、商店街の魅力発信、認
知度向上、立ち寄り客の増加など、まちの賑
わい創出に取組むプロジェクト。2017年度に
は、以前より実施している「宇治ロゲイニン
グ」の定期的な開催と、商店街の店主さんと
のさらなる関係作りに取り組んだ。5月、9月、
11月にターゲットを絞り、それぞれの参加者に
合ったロゲイニング（本誌124号参照）を実
施し、2月には広く一般に募集をかけ、過去
最大の参加者を集めることに成功した。また
商店街の各店舗へのヒアリング調査を実施し、
プロジェクトへの要望や商店街のニーズ把握

を行った。2018年度には、ヒアリング調査で伺っ
た商店街からの要望や希望を少しでも実現で
きるよう活動方針を検討し、宇治橋通り商店
街に必要とされる団体に育っていくようさらなる
連携強化を進める。また、宇治市の西部エリ
ア「小倉」で、新たな商店街組織「宇治小
倉商店ネットワーク」が立ち上がったが、その
主催になるイベントでスタッフを務めたり、会議、
ワークショップに参加したりと、新たなエリアで
の活動展開も始めた。市内の商店街同士が
連携協力を進めるなかで、宇治橋通り商店街
のみならず、宇治市内の商店街全体に目を向
けた活動に期待が高まる。

宇治を舞台にしたアニメ作品「響け！ユーフォ
ニアム」を通して地域とファンを繋ぐ取組を行っ
ている。この作品は、宇治市出身の小説家 武
田綾乃氏原作による小説をアニメ化したもので、
2度のテレビアニメ化と2本の劇場版が制作され、
2018年4月にはスピンオフの長編映画「リズと青
い鳥」、また年内に別の完全新作映画の公開も
控えている。最初のテレビ放映から3年経った今
も、物語の舞台である宇治を訪れるファンは多く、
また新作映画の公開を機に新たなファンも増えて
きている。この状況を捉えて、プロジェクトでは、
2016年より宇治橋通り商店街にある本学のサテ
ライトキャンパスにて、月に2回（第2土曜／第4

日曜）、定期的にファンが集える場所として「響け!
休憩所」を開設している。このような年間を通し
て継続的に実施する取組は、他のプロジェクトに
はなく、評価委員からも高い評価を得た。しかし、
休憩所のマンネリ化などが課題としてあげられて
おり、新しいファンも気兼ねなく訪れられるような工
夫をしていくことが、2018年度の取組の1つの柱
となる。また、これまでも連携のある京阪電車や、
作品のファンが結成した吹奏楽団などの他団体
とのコラボ事業にも積極的に取り組んでおり、作
品を応援する地域全体で、作品のファンから地
域のファンを育てていく取組を進めていきたいと考
えている。

地域に根ざし、地域に学び、地域の課題解決を目指す
学生たちの自主的な取組を支援する「地域連携学生プロジェクト」。
春に募集と選考を行い、2017年度は前年度から
継続の3つのプロジェクトが採択された。
6月のプロジェクト採択から、2月の成果報告会まで、活動期間は約1年間。
それぞれ独自の活動を進めてきたプロジェクトの1年間の歩みを紹介する。

宇治☆茶レンジャー

商店街活性化隊　しあわせ工房 CanVas

響け！元気に応援プロジェクト
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１６歳から
の

大学論
第14回

P r o f i l e
１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局学術調査官も兼任。
２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究
奨励賞、日本金属学会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」講談社など。

京都大学
学際融合教育研究推進センター
准教授　宮野　公樹先生

最近、「探究型学習」が重視されているそう

ですね。読者である高校生のみなさんの学校で

も実施されていることでしょう。筆者は詳しくない

ですが、スーパーサイエンスハイスクール（以下、

SSH）制度の波及効果ということでしょうか。生

徒が何か課題を見つけてそれについて意見交換し

ながら答えを検討し発表をするという、研究に似た

一連の活動を言うそうです。これはこれで結構なこ

とだと思います。各々の関心や問題意識を基に

調べまとめ発表するのは、いい訓練になるでしょう。

一方で気になることもあります。これは本当に

「探究」なのかと。

何か対象を定めてそれについて調べ、まとめる

ことは「調査」です。図書館で書物や図鑑、あ

るいはインターネットで検索すれば大抵のことはわ

かるでしょう。実験や観察という手法を導入しよう

が、教師がティーチャーではなくファシリテーターと

して関与しようが、それはそれなりに調べ方や議論

の仕方、発表の仕方といった「やり方」を学ぶ

には効果的でしょう。しかしこれに留まるのなら「調

査型学習」と定義したほうが良さそうです。もちろん、

調査型学習でも大きな意味があり確実な成果が

得られることとは思いますが、探究という言葉を使っ

ている以上、それはやはり探究であってほしいと思

います。

では、調査と探究とはどう違うか。それは探究

という言葉の字面が想起させるように「深いかど

うか」ということになるでしょう。ちょっと調べてみる

と、ほんとうの探究型学習においては概念（コン

セプト）を考えることが大事であるとありました。例

えば、ある文学作品の人物描写について研究す

るなら、それを多角的に理解できたということに留

まるのではなく、そもそも文学とは何かといったよう

に、議論の抽象度を上げることが大事とのことで

す。その点において調査型と探究型は違うらしい

のです。私はこれに同意はするものの、まだもの

足りないと感じます。概念化することは「探究」と

はやはり違う。個別課題についてその概念まで考

えるというのは、抽象度が上がっただけ、議論を

概念化させただけであり、「深く究める」のとは違

うのではないかと。

では、「何が探究か」と言えば、私は「深く己

の問いを究めること」としたいです。一般的に、

何かについて知りたい、物事の本質について見

極めたいとすれば、得られる知識はどんどん詳しく

なっていくと思われています。が、これは本質では

ありません。知識が詳しくなっていくと言うよりむし

ろ、問いが問いを呼び、それがどんどん連なって

問いが根源に迫っていく…　根源的な問いとはつ

まるところ、己はなぜ存在するのかといった、自分

の生き死にに繋がるようなものです。そういう領域

に達してはじめて、探究と呼べるものになるのでは

ないかと思うのです。

そういう意味での探究は、中学や高校では無理！

という声が聞こえてきそうです。しかしそう考えること

こそが現在の探究型学習の重要な欠陥ではない

かと思っています。ほんとうの探究…その領域で

思考することは、長年に亘って人生をかけなけれ

ばならないことでもなければ、知恵熱が出るくらい

考えつめなきゃいけないことでもありません。現在

4歳の次男がいつも私に問いかけているようなこと、

「おとうさん、宇宙は誰が作ったの？」といったよう

なことですから。　

結局のところ、調査型学習だろうが探究型学

習だろうが、日常的な授業だろうが、どのような学

習においても、すべてこのような根源的な領域に

通じるもの、あるいはしみじみとその普遍（＝もの

のあわれ）に想いを馳せるものでなければ学ぶ意

味はこれっぽっちもないのです。いずれ死ぬ人間と

して、生（＝存在）について考えることほど重要

かつ実践的なものはないはず。「学ぶ」ということ

は本来そういうことであり、「学ぶ」ということがそ

のまま「生きる」ことなのです。学校の授業ない

しは勉強が、受験のための暗記になりがちであっ

たにしても、まるで自分をみつめるもう一人の自分

のように、今暗記しようとしている内容は、実は自

分やこの世の存在に繋がっているのだと感じ入る

ことができるなら、きっとそれは一生ものの素晴らし

い学びであると言えるのです。

最後にもう一度繰り返しますが、日々の授業が

そうでなくてどうしますか。探究型学習と名付けて

何か特別なことをするよりも、日常が変わる方がよ

り大切で実践的にきまっています。日々の講義が

すべてほんとうの意味で探究であるよう、あるいは

せめて少しでも探究の精神が匂いたつよう、教員

は頑張るべきですし、学習者もまた、そのような教

員、すなわち点数獲得や効率的暗記のテクニッ

クの伝授に優れた教員ではなく、人生とはなんた

るかを感じさせる教員を讃えたほうがいいのではな

いかと思うのです（続く） 。

「探究型学習」に
逃げるな。その2

高校の１年生の女子です。特別、英

語が好きというわけではないのです

が、友人から、今後は入試のためにも留学し

ておくとよいと聞きました。なんとなく両親との

関係もパットしないので家を離れてみたいし、

楽しそうで、英語もすぐネイティブみたいになれ

そうで、受験に有利なら一石二鳥かなと考え

ています。ご意見お願いします。

入試に有利になるかはケースバイケー

スだと思いますが、経験談をもとにいく

つかの観点から意見を言わせてもらいます。

　まず、留学によって得られるものは、他のこ

とでも同じですが、本人の気持ちの強さによっ

て変わるということを忘れないでください。その

上で、留学は環境を変えてくれますから、例え

ば家族との関係をリセットするにも一番健全な

やり方かもしれません。また友だち作りは苦手

だけれど、友人はたくさんほしい。だから引っ込

み思案の自分をかえたい、変身したい、と言う

人にとっても大きなチャンスになるでしょう。

　もちろん語学の壁や文化の違いなど、困難

もつきものです。そこで以下では、留学経験

が受験を含めたキャリアの中でどう活きたか、

経験者の方に話を伺ってみました。

　私立女子高の高校１年から２年にかけて１

０か月間、日本人のほとんどいないアメリカに

留学し、３年間で高校を卒業。一般入試で進

学した大学で再度留学、超人気の外資系企

業に就職したばかりのAさん（女性）です。

＊高校留学で英語が不自由なく話せるように

なりましたか？大学受験でのメリットは？

　もともと得意ではなかった英語力を上げた

いと留学しました。ただ受験したのは一般入

試でしたから、他のメリットについてはわかりま

せん。留学先には日本からの留学生もいまし

たが、日本人同士固まっていては、留学の意

味がないと思い、できるだけ現地の人と交流

するように心がけました。おかげで英語に対す

る抵抗感がなくなりましたが、これが最大の収

穫。高校時代の1年間の留学では、正直、社

会で通用する英語力は身につかないと思いま

す。その後、大学受験に向けて英文法をしっ

かり学んだことが、TOEICの点数アップや、

就活に大いに役立ったと思っています。

　留学で得られるものは外国語の力だけでは

ありません。ホストファミリーや現地の人との

文化の差を感じたり、彼らとうまく折り合いが

つかなかったりしましたが、それをどう受け容れ

ていくかを考えるいい機会になりました。

＊後輩の高校生に留学を進めますか？

　留学は、人間としてたくましく成長できるチャ

ンスです。ただ、やる気がない状態で行って

も、行ったきりで終わってしまうと思います。留

学することで自分は何を得たいのか、確固たる

ものでなくても、何らかの目的意識を持ってい

くことが不可欠ですね。

　また、一度しか行けないのであれば、大学で

の留学を薦めます。授業ではレポート作成な

ど、自分の考えをきちんとまとめる勉強が必要

ですし、より高度な語学力が求められるので、

必死に学ばなくてはならないからです。

　目的意識がはっきりしているか、それを貫く

意思を強くもてるかで行動が変わってくる。海

外に初めて出て、言葉も通じない、頼れる親も

いないと、寂しさ、心細さから言葉が通じる人

と仲良くしたいのは当然。しかしそこで、「留学

にきているんだから」と踏ん張れるかどうか。そ

れが留学経験を実りあるものにできるかどうか

の分岐点のようです。また彼女の言葉から、

留学経験で得た力を帰国後も養っていこうと

いう姿勢は、大学入学後から就職に至るまで

大きく影響することがわかります。そして彼女

が最後に言っているように、大学入学後は、

外国語能力を高めること以上に、自分の考え

を述べる力が求められます。大学入試で評価

されるかどうかはともかく、一番大事なのは、ど

のような目的意識で留学に行き、何を得て、そ

れを大学や社会でどう役に立てたいかを考え

ることではないでしょうか（続く）。

P r o f i l e
異分野から工学の世界に入り、感情・表情・脳と癒
しをテーマに北岡オリジナル癒し工学を提唱。工
学、医学、芸術、心理学、環境学、社会学、宗教人
類学の新学際研究に従事している。08年12月に
日本機械学会計算力学部門に「癒し工学研究会」
を設立。09年、東京工業大学において博士（工学）
を取得。日本機械学会、日本感性工学会、日本早
期認知症学会、日本脳電位学会会員。2011年日
本機械学会 ｢癒し工学研究分科会｣主査。東京工
業大学大学院助教を経て、2015年4月より現職。
他に自動車事故対策機構　自動車アセスメント等
技術検討ワーキンググループ 「予防安全技術検討
ワーキンググループ」委員。著書は『癒しは科学で
手に入る』（幻冬舎ルネッサンス新書）。2015年
春からは、日経テクノロジーオンラインで『スポーツを
テクノロジーする』を、電気新聞で「癒し工学の散歩
道」を連載中。青山学院高等部出身。

日本文理大学特任教授
北岡　哲子

哲子の相談室連載
その11

このコーナーでは読者からの相談を受け付けています。お気軽に下記のアドレスへご連絡下さい。kitaokatk@nbu.ac.jp

相談

回答

　あなたは、眠っている時どこにいるのだろう。もちろん、
他者から見ればあなたの身体はベッドの上に横たわっ
ている。だが、眠っているあなたはそれを知ることができ
るだろうか。知覚や随意運動、記憶や思考をつかさどる
大脳が休んでおり夢も見ないノンレム睡眠時は意識が
ないので、そもそも「〈自分〉がどこにいるか」という問い
は出てくるわけがなく、知る以前の状態だ。もし、このまま
目覚めないとしたら、自分は生きているのか、死んでいる
のかわからない。眠ることはこの上なく気持ちがいいの
に、こう考えると眠っている時は、〈自分〉がどこにもいな
いという意味でいわば「死んだ状態」と同じと言えるかも
しれない。そうすると、ずっと意識のない状態で横たわっ
ている人には、経験を積むことはないのだから人生はな
いと断じてよいのか（多分、そうではない）。人生とは、経
験の積み重ねによる記憶と意識の集積なのか。だが
意識とは、身体と離れてあるわけではない。意識とは脳

が作り出したものだ。その脳は、体中に張り巡らされた
神経系の中枢であり、内部では物質が運動している。
意識がなくても、身体は生きている。では、感情はどこか
ら生まれてくるのだろう。心、というのはなんなのだろう。
　こうした素朴な問いは、実はとてもとても難しいテーマ
であり、古来より考えられてきたし、現代では哲学や医
学、動物行動学、心理学、物理学、ロボット工学などあ
らゆる方面に展開される。人間とは何か、という問いで
あるからだ。また、例えば俗に言う植物状態や重度の
認知症の場合、主体というものがあるかどうか、受精卵
の遺伝子操作の是非や胎児に人格があるのかどうか、
といった、医療倫理などが絡む現実の問題にも繋がっ
てくる。意識や心とは何か、それがあるというのはどうい
うことか、ということを考えるには、考えるということそのも
のが意識であるので、つまりは自己言及のパラドックス
が付きまとうので厄介だ。

　神経科医の手になる本書は、いわゆる心-脳問題を
多角的に、分かりやすく語ったものである。著者は、脳と
心（そして魂）の探求に、20の問いを立てて取り組んで
いる。心は体なしに存在できるか。脳はどのようにして
生まれたか。感覚とはなにか。意識があるとはどういうこ
とか。コミュニケーションに言語は不可欠か。脳の中の

「私」とはなにか。知識とはなにか。共感や利他主義は
どう生まれたか。愛とはなにか。機械は脳をダメにするの
か…。
　決定的な答えが、出されているわけではない。おそらく
出されようもない。ただ、読者は「心」の不思議に改めて
驚くとともに、進化の過程で「心」が生まれてきた意味
に思いをはせるのではないか。挙げられた問いを出発点
として、人間について「あなた」が考えていくための手掛
かりを本書は豊かに与えてくれている。人間について、
そう、「あなた」について、だ。

書評 雑賀　恵子 京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪産業大学他非常勤講師。著書に『空腹につ
いて』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人文書院）、『快楽の効用』（ちくま新書）。大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。雑賀恵子の

リチャード・レスタック（著）
サイモン・ブラックバーン（編）
ディスカヴァー・トゥエンティワン

ビッグクエスチョンズ

脳と心

大学入試と留学



vol.129 2018年（平成30年）5月9日 大学ジャーナル06 大学ジャーナル2018年（平成30年）5月9日vol.12906

実践女子大学、2020年東京五
輪に向け全学的な取組みを開始

麻布大学が米ニューヨークな
どで「ペットフレンドリーなコ
ミュニティ調査」実施

千葉工業大学が高校生を対象に
ロケットガール＆ボーイ養成講
座を開催

金沢星稜大学がジャンプチャレ
ンジ企画の2017年度成果報告
会を開催

「受験生が関心を持った大学」調
査、早稲田大学が全ての地区で
20位以内にランクイン

　実践女子大学および実践女子大学短
期大学部は、2014 年 6 月に締結した東
京 2020 オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会との連携協定に基
づきオリンピック・パラリンピック連携
事業推進室を設置した。

　推進室の設置期間は、2018 年 1 月か
ら 2021 年 3 月まで。組織委員会や地域・
企業、他大学等との連携ニーズを把握し、
実践女子大学として企画・立案を行う。
また、大学・短期大学部の学生・教職員、
実践女子学園中学校高等学校の生徒・
教職員による関連活動を支援する。

　実践女子大学では、東京 2020 オリン
ピック・パラリンピック競技大会を、教
育目標の「国際的視野」を育成する絶
好の機会として位置づけている。学生た
ちがボランティアなど様々な形でオリン
ピック・パラリンピックに参画し、学修
から得た知識・技能・態度を実践できる
よう、学事日程の特別措置など全学的に
取り組む。

　オリンピックイヤーである 2020 年度
の前期は授業開始を前倒しして授業日数
を確保。大会期間である 2020 年 7 月 24
日～8月9日、8月25日～9月6日の間は、
原則として授業及び試験は実施しない。

　また、ボランティアとして活躍しう
る英語力獲得のため、１年次必修科目

「Integrated English」で、日本の観光地
の紹介、交通機関の乗り換え、道案内、
日本料理の説明などができる英語力を身
に付ける。

　このほか、オリンピック・パラリンピッ
クに関連するキャリア教育科目も設置。
スポーツニッポン新聞社と連携し、オ
リンピック ･ パラリンピックについてメ
ディアの視点から学ぶ「国際理解とキャ
リア形成」、近畿日本ツーリスト株式会
社と連携し、ツアーリズムやボランティ
アを学ぶ「オープン講座 a」、教育 ･ 文
化の両面から、アスリート、文化人、関
連企業、他大学など、多様なメンバーと
共に創り上げる「オリンピック特別講座

（仮称）」を開講する。

　麻布大学（神奈川県相模原市）地域
社会研究室に所属する学生らは、文部科
学省の私立大学研究ブランディング事業
の研究活動の一環として、アメリカ合衆
国ニューヨーク州とカリフォルニア州に
おいて「ペットフレンドリーなコミュニ
ティ調査」を実施。現在、調査の分析を
行っている。

　調査は、大都市の住民にとって「ペッ
ト」はかけがえのない存在であり「ペッ
トフレンドリーなコミュニティ」な環境
が求められている一方、ペットに必要な
運動を行う空間の不足といった課題があ
ることを背景に実施された。調査期間は
2017 年 8 月 23 日～ 9 月 7 日の 2 週間。
地域社会研究室に所属する学生 6 名が
調査員として参加し、ニューヨーク州と
カリフォルニア州の 3 カ所のドッグパー
クにて、犬の飼い主 119 名から有効回答
を得た。

　今回の調査では、飼育に必要な施設
として「公園」「広い空間」との回答が
74％。ペット未飼育の人にとって「ペッ
トフレンドリーなコミュニティ」のイ
メージは「公園」と言った回答が多かっ
た。

　回答者の半数以上が飼育年数 0 ～ 3
年と飼育経験が少なく、78％がペットを
介した「ペット友人」がいると回答。「ペッ
ト友人」の 45％が、互いに飼育の方法
について話すなど、飼育知識の入手先と
しては「ペット友人」が32％と最も高かっ
た。この結果から、ペットが地域社会と
つながる重要な契機となっていることが
分かった。

　この研究の今後の展開としては、ペッ
トフレンドリーなコミュニティ形成にお
いて、異なる利害を有する住民間の調整
や合意形成が困難であるといった課題に
対し、リードなし歩行をめぐる調整過程
を探るなど、コミュニティ形成の具体的
条件と仕掛けについて具体的な事例を示
したいという。

　なお、私立大学研究ブランディング事
業とは、2016 年度より実施されている
文部科学省による支援事業。学長のリー
ダーシップの下、大学の特色ある研究を
基軸として、全学的な独自色を大きく打
ち出す研究に取り組む私立大学・私立短
期大学に対し、「社会展開型」および「世
界展開型」のいずれかのタイプで選定。
その研究に対し、文部科学省が経常費、
施設費、設備費を支援する。

　千葉工業大学は、関東圏在住の高校生
を対象とした、ロケットの設計から打ち
上げまで全て、自分たちの手で体験する
｢ロケットガール＆ボーイ養成講座 2018｣
を 2018 年 6 月～ 10 月上旬に開催。現在、
参加者を募集している。

　千葉工業大学では、2015 年からこの ｢
ロケットガール＆ボーイ養成講座｣ を開
催してきた。さまざまな高校から集まっ
た仲間たちとチームを組み、ハイブリッ
ドロケットの設計・制作、打ち上げまで
を高校生たちの手で実現させる。制作技
術はもちろん、高度で複雑なプロジェク
トの管理の重要性やチームワークなどを
学び、ものづくりの楽しさを体感するこ
とが目的だ。

　製作するハイブリッドロケットは、火
薬などは使わず、液体もしくは気体の酸
化剤と固体の燃料を組み合わせて推進
剤とするロケット。全長約 2m、重量約
10kg の大きさで、打ち上げ高度約 900m
への到達も可能という。参加費、宿泊費
は無料で交通費は自己負担。申し込み締
め切りは 2018 年 5 月 25 日。

「ロケットガール＆ボーイ養成講座 2018」
のスケジュール
・6 月 17 日（日）　キックオフ会（千葉
工業大学　津田沼キャンパス）
・6 月 24 日（日）　モデルロケット打ち
上げ体験（千葉工業大学　津田沼キャン
パス）
・7 月 14 ～ 16 日（土日祝）　製作合宿（千
葉工業大学　御宿研修センター）
・9 月 9 日（日）　打ち上げ直前報告会（千
葉工業大学　スカイツリータウンキャン
パス）
・9 月下旬 or10 月上旬　ハイブリッドロ
ケット打ち上げ本番（千葉県御宿町）

　全国の受験生が関心を持つ大学は関東
で早稲田大学、中部で名城大学が 3 年連
続 1 位、近畿で関西大学が 2 年連続 1 位
－。テレメール進学サイトを運営するフ
ロムぺージ（大阪市、森兼勝志社長）の
全国一斉進学調査でこんな結果が出た。

　調査は、フロムページが展開するテレ
メール利用者約 49 万人に 2017 年 10 月
から 2018 年 4 月の間に調査内容を告知、
4 月からの進路が決まった人にウェブ上

　金沢星稜大学（石川県金沢市）は、
SEIRYO JUMP PROJECT（ジャンプチャ
レンジ企画）の 2017 年度成果報告会を
2018 年 2 月 26 日に開催し、全 9 団体が
発表を行った。このプロジェクトは、「自
分を超える力をつける。」ことを目標に
学生が主体となって、ボランティア・国

際交流・地域貢献・大学活性化などをテー
マに活動し、資金の一部を大学が支援する。

　SEIRYO JUMP PROJECT は 2011 年 か
らスタートした金沢星稜大学独自の学生支
援プロジェクト。学生が大学生活を充実さ
せて、かつ社会に出る前に身につけておく
べき能力を養うことが目的である。併設の
短期大学部からの参加も可能であったり、
教職員も連携しながら活動に加わったり
と、大学全体の活気を象徴する取り組みと
なっている。

　成果報告会では、各団体に所属する学生
たちが 1 年間の活動を通してどんな力を身
に付けたのか、いかに自分が一人の学生と
して成長できたのか、どれほど有意義な活
動になったのかなどについてプレゼンテー
ションを行った。

　国際交流をテーマに取り組んだプロジェ
クト「世界の教室から」では、夏休み期間
を利用し、学生らがカンボジアのフリース
クールを訪問。「一人ひとりが自分を超え
る海外研修」をテーマに、日本語教員ボラ
ンティアとして日本語の授業、子どもたち
との交流、現地文化講習などを行った。参
加したメンバーは「慣れない環境下での生
活を経て、行動力や団結力、対応力が身に
付きました。」と報告した。

　また、大学活性化をテーマに取り組んだ
「Seiryo Cortyard Lunch Project」では金沢
星稜大学のランチタイムを活性化させるた
めに、学内の中庭に新たな移動販売車を誘
致するなどの活動を行った。報告会では、
全学生を対象に行ったアンケートを発表、

「新規業者の開拓」や「価格の見直し」と
いう課題についても報告した。

　この SEIRYO JUMP PROJECT は 2018
年度も継続する予定で、新入生を迎え新た
な活動が始まる。
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東京大学が新入生を対象に「国
際総合力認定制度」を導入開始

目立つ医療、看護系　2019年
度の学部・学科新設を文科省に
申請

大学入試で高校生が利用した
い外部検定は「英検」が9割

　文部科学省は、3 月末に申請があった
2019 年度開設予定の公私立大学学部、

　株式会社旺文社の教育情報センター
は、大学受験ポータルサイト「大学受験 

　東京大学は、学生たちにこれからの大
学生活を通じて、世界の多様な人々と共
に生き、共に働く力（国際総合力）を身
につけてもらおうと、前期課程新入生を
対象に、2018 年 4 月から国際総合力認
定制度「Go Global Gateway」を開始した。

　 国 際 総 合 力 認 定 制 度「Go Global 
Gateway」とは、学生たちが、入学後の
早い時期から世界を意識し、“国際総合
力※”を身につけるために自分に必要
な学びや体験を考え、学生生活を通じ
て、自らで決めたアクティビティに取り
組んでいく制度。その取り組みが、国際
総合力の基礎的な力を身につけたと認定
されると、認定証が授与される。認定後

日本の大学・教育関連専門のニュースサイト

は、認定を受けた学生のみが参加出来る
交流イベントや、短期留学プログラムな
どの企画、海外渡航支援なども予定され
ている。また、制度への参加は、後期課
程への進学や卒業要件ではないとしてい
る。

　参加方法は、まず、入学当初に卒業
までをイメージして自己分析を行い、国
際総合力伸長のために、自分のやりたい
こと、やるべきこと、自分の将来像など
を書くことからスタート。2018 年 4 月
30 日までに、自分の行う取り組み「Go 
Global Statement」を提出する。

　学生が取り組むアクティビティは、「外
国語学修」「授業・コース＝東京大学を
含む日本国内で、母語以外により実施さ
れる教育プログラム」「海外経験」「国際
交流活動」の 4 種類。これら 4 つのアク
ティビティのうち 3 つ以上に取り組む。
活動後、国際総合力の 5 つの要素につ
いて、どれだけ身につけたかなどを書き、
認定申請レポートを提出。その後、認定
を受ける。

　東京大学では、国際総合力認定制度
を、単なる語学の堪能さや表層的な外国
理解ではなく、異文化や他者について深
く考える教養と洞察力を身につけるきっ
かけとなることを期待している。

※国際総合力とは、①コミュニケーションの

力をつける②自信を持って挑戦する③自らを

開き、多様性を受け入れる④他者と協働し、

リーダーシップをとる⑤自己を相対化し、国

際感覚をもつ。この 5 つの要素を指す。

学科の設置認可の可否を、大学設置・
学校法人審議会に諮問した。2018 年か
ら 18 歳人口の減少が加速する中、医療
や看護系の学部新設計画が多くなってい
る。

　文科省によると、大学の学部設置は富
山県立大学、名古屋女子大学など 18 校、
大学の学科設置は名古屋産業大学、奈
良学園大学など 4 校、短期大学の学科
設置は宇都宮短期大学、目白大学短期
大学部など 5 校、大学院の設置は横浜
薬科大学、鳥取看護大学など 4 校、大
学院の研究科設置は神奈川県立保健福
祉大学、神戸女子大学など 7 校。

　大学の学部新設のうち、富山県立大
学、岐阜経済大学は看護学部、北海道
医療大学は医療技術学部、高崎健康福
祉大学は農学部、大手前大学は国際看
護学部を設ける。

　順天堂大学は定員 240 人の保健医療
学部を新設するが、キャンパスが文科省
告示で定員増を伴う学部新設が認めら
れない東京 23 区内の東京都文京区であ
るため、特例としての申請になる。

　短期大学の学科新設は札幌大学女子
短期大学部がこども文化学科、仙台青葉
学院短期大学が現代英語学科、八戸学
院大学短期大学部が介護福祉学科、宇
都宮短期大学が食物栄養学科、目白大
学短期大学部が 3 年制の歯科衛生学科
となる。

　大学院の新設は亀田医療大学、鳥取
看護大学が看護学研究科、湘南医療大
学が保健医療学研究科、横浜薬科大学
が薬学研究科を置く。

パスナビ」で、高校生および浪人生を対
象に、大学入試で利用予定の英語の外
部検定についてアンケートを実施した。

　アンケートによると、回答総数 1441
人のうち、「英語の外部検定を入試利用
する」と回答した人は 651 人。そのうち
の約 9 割が「英検」を利用予定（一般
入試 89％、推薦・AO 入試 93.3％）と回
答。他の外部検定では、「GTEC」は（一
般入試 12.8％、推薦・AO 入試 15.7％）、

「TEAP」は（一般入試 16.2％、推薦・
AO 入 試 6.0 ％）、「TOEIC L&R,S&W」
は（ 一 般 入 試 8.3 ％、 推 薦・AO 入 試
10.4％）だった。

　現在、外部検定利用し、入試を行って
いる大学では英検は 9 割以上の入試で
利用可能（採用率 94.4％）となっている。
今回のアンケート結果には、この大学入
試での汎用性の高さが影響していると思
われる。大学側の採用率で、「英検」の
次に高いのは、「TOEFL iBT　81.5％」、

「GTEC　CBT 81.5％」。

　2020 年度より、2018 年 4 月入学の新
高校 1 年生以降の生徒を対象として、セ
ンター試験にかわって、「大学入学共
通テスト」が実施される。2018 年 3 月
26 日には、大学入試センターが、共通
テストで利用可能な外部検定を発表。
認定を受けたのは、英検／ TEAP ／
TEAP CBT ／ IELTS ／ TOEFL iBT
／ TOEIC L&R,S&W ／ GTEC ／ ケ ン
ブリッジ英語検定の 8 種類となった。

　英検においては、一次試験の不合格
者が二次試験を受験できない「従来型」
は、「1 回の試験で英語 4 技能すべてを
評価するもの」という要件を満たしてい
ないということで不採用となり、「新方
式」が認定された。「新方式」は、運営
方法が異なるものの、問題構成や級認定、
技能別スコア等は「従来型」と同様であ
り、各大学の独自入試では「従来型」も
引き続き利用可能となっている。

のアンケートフォームで回答を求め、居住
地域別に関心を持った大学のランキングを
まとめた。有効回答を寄せたのは 4 万 5,333
人。

　それによると、北海道・東北地区は前年
と同じ東北大学、山形大学、北海道大学の
順で地元の国立大学がトップ3を独占した。
関東地区は早稲田大学、明治大学、慶應義
塾大学と有名私大が前年通り上位を独占し
ている。中部地区も前年と順位が変わらず、
名城大学、名古屋大学、南山大学の順だっ
た。

　近畿地区は関西大学、同志社大学、近畿
大学の順で、前年 3 位の立命館大学、4 位
の神戸大学を抜いて近畿大学が 3 位に浮上
した。中国・四国地区は前年通り岡山大学、
広島大学の地元国立 2 校が 1，2 位を占め、
3 位に近畿地区の立命館大学が入っている。
九州・沖縄地区は前年と同じ福岡大学、九
州大学、熊本大学の順。

　広域で関心を集めたのは早稲田大学で、
6 地区すべてで上位 20 位以内に入った。東
日本では明治大学、西日本では同志社大学、
立命館大学が受験生に注目されている。
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　全国のスーパーグローバルハイスクール（SGH）、SGHアソシエイト校の高校
生たちが取り組んだ課題研究の成果を競う「SGH甲子園」が３月24日（土）、関西
学院大学西宮上ケ原キャンパスで開催された（主催：関西学院大学、大阪大学、大
阪教育大学、共催：早稲田大学、後援：滋賀県、京都府、京都市、大阪府、大阪市、兵庫
県、神戸市、西宮市、奈良県、奈良市、和歌山県、和歌山市の各教育委員会）。文部科
学省大学入学者選抜改革推進委託事業（1面参照）の一環で、昨年度に続く２度目
の開催。集まったのは北海道から宮崎県まで101校の高校生及び学校関係者の約
2,400人。全国のSGH校が集まる課題研究発表会としては最大規模という。
　午前10時からの開会式に続いて11時から、生徒たちは「研究成果プレゼンテー
ション（日本語か英語）」（25チーム　５チーム×５会場）、「研究成果ポスタープレゼ
ンテーション（日本語か英語）」（97チーム）、「ラウンドテーブル型ディスカッション

（日本語）」（１テーマにつき６名、全３テーマ）の３部門に分かれて競った。
　部門ごとに審査員によって選ばれた結果、プレゼンテーション部門の最優秀
賞では英語は宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校（テーマは「An ideal model of 
community bus service in aging society」）、日本語は関西学院千里国際高等部

（テーマは「カンボジアの貧困層に医療を届けるための日本の非政府組織の可能
性：Sunrise Japan HospitalとNPO法人Japan Heartの事例から展望を探る」、
優秀賞（英語）は東京学芸大学附属国際中等教育学校、日本語は宮崎県立宮崎大
宮高等学校。ポスタープレゼンテーション部門の最優秀賞（英語）は千葉県立佐倉
高等学校、日本語は京都市立堀川高等学校。優秀賞（英語）は法政大学女子高等学
校（２０１８年４月より、法政大学国際高等学校）、日本語は順天高等学校。ディスカッ
ション部門の最優秀賞は広島県立広島中学校・広島高等学校谷知典（たに ともの
り）さん。優秀賞は関西大学高等部梶山大誌（かじやま だいし）さんと富士見丘中
学高等学校真田南（さなだ みなみ）さん。審査員特別賞は広島県立広島中学校・広
島高等学校斉賀 智子（さいか ともこ）さんだった。
　この大会、今年度も平成31年（2019年）3月23日（土）に開催が決定している。
詳細は甲子園ホームページhttp://sgh-koshien.jp/

2018 SGH甲子園に101校が参加

活動報告書　大学入学希望理由書　学修計画書…
何かと書くことの多くなる高校生のために始めます。
学校の先生や、塾・予備校の先生に見てもらう前に、まずお試しを！
テーマ自由、以下の項目を参照に
◉大学で学びたいこと（大学4年間の学習計画、卒業後の展望）
◉高校で（課外のほか地域、家庭でもOK）取り組んでいること
◉世界や日本、地域に抱いている問題意識
◉大学で学ぶことを、社会でどう役立てたいか

 使用言語  日本語（英語も可）
 字数・フォーマット、その他  800字から2000字
ワードテキスト（メール本文でも可）、原稿用紙、レポート用紙で。
縦書き横書きは問いません
 応募方法  メールまたはFAX
メールで送っていただく場合　kya01311@nifty.com
FAXで送っていただく場合　06-6372-5374（返送先を明記）
ワード版には見え消しで返信。FAX版には手書きで添削。
ペンネーム可

電話でのお問い合わせは 06-6372-5372

いよいよ始まる、大学ジャーナル2018年度新企画

16歳からの
志望理由書
トライアル

編集部からのお知らせ

『16歳の大学論』連動企画
単に添削だけではなく、「16歳の大学論」筆者他
の真剣なアドバイスも。優秀作は誌面でも紹介

無料
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第
一
線
の
研
究
者
・
技
術
者
４
氏
に
よ
る
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人
工
知
能
の
時
代
を
生
き
る
サ
バ
イ
バ
ル
術

会
場
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
、
質
問
も

　

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

し
ま
む
ら
賞
＝
香
川
・
県

立
丸
亀
高
校
、
帝
人
賞
＝

三
重
・
県
立
伊
勢
高
校
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇

　
ま
た
、
大
会
３
日
目
に

開
か
れ
た
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
４
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
、
会
場
の
高
校

生
の
声
に
も
こ
た
え
な
が

ら
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

と
人
間
の
関
係
、
Ａ
Ｉ
の

「
こ
れ
か
ら
」
や
「
課
題
」

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
が
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
人
間

に
は
ど
ん
な
ス
キ
ル
が
求

め
ら
れ
る
の
か
の
問
い
に
、

Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
宇
宙
の
成

り
立
ち
を
研
究
す
る
宇
宙

物
理
学
者
、
吉
田
直
紀
東

大
大
学
院
教
授
は
「
新
し

い
疑
問
や
魅
力
的
な
問
い

を
提
案
す
る
課
題
発
見

力
」。
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
の
世

界
の
第
一
人
者
、
古
澤
明

東
大
大
学
院
教
授
は
「
変

化
に
適
応
す
る
た
め
に
は

幅
広
い
知
識
と
基
礎
学
力

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
受
験
勉
強
頑
張
っ
て
」

と
明
快
に
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
ア
イ
・
ビ

ー
・
エ
ム
で
Ａ
Ｉ
・
ワ
ト

ソ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
に
取
り
組
む
野
村
有
加

氏
は
自
ら
の
経
験
か
ら

「
チ
ー
ム
で
問
題
を
解
決

す
る
力
は
社
会
に
出
て
か

ら
も
必
ず
役
立
つ
。
自
分

の
〝
好
き
〟
を
大
切
に
し

て
進
路
を
決
め
て
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
人

工
知
能
の
研
究
40
年
で
元

人
工
知
能
学
会
会
長
の
山

口
高
平
慶
応
義
塾
大
学
教

授
は
「
Ａ
Ｉ
が
未
来
社
会

の
基
盤
に
な
る
の
は
確

実
。
知
識
を
活
用
し
て
問

題
解
決
す
る
新
し
い
Ａ
Ｉ

を
生
み
出
す
た
め
に
も
、

若
い
世
代
が
ど
ん
ど
ん
研

究
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

◇

　
大
会
最
終
日
に
は
「
フ

ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

ー
」
が
開
か
れ
、
高
校
生

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
催
さ

れ
、
生
徒
た
ち
が
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　
な
お
第
８
回
大
会
も
さ

い
た
ま
市
で
開
か
れ
る
予

定
で
す
。

　
各
実
技
競
技
の
１
位
は

次
の
通
り
。

　
実
技
競
技
①
（
ト
ヨ
タ

賞
）
＝
東
京
・
筑
波
大
学

附
属
駒
場
高
校
▽
同
②

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
賞
）
＝

岩
手
・
県
立
盛
岡
第
一
高

校
▽
同
③
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

アジレント・テクノロジー賞

帝人賞

旭化成賞

しまむら賞

ＳＨＩＭＡＤＺＵ賞

埼玉県経営者協会賞

パナソニック賞

学研賞

トヨタ賞

ＡＧＳ賞

山口 高平氏

野村 有加氏

古澤 明氏

吉田 直紀氏

Ｄ
Ｚ
Ｕ
賞
）
＝
福
井
・
県

立
藤
島
高
校

　
各
企
業
特
別
賞
に
は
、

旭
化
成
賞
＝
福
島
・
県
立

安
積
高
校
、
ア
ジ
レ
ン
ト

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
賞
＝
高

知
・
高
知
学
芸
高
校
、
Ａ

Ｇ
Ｓ
賞
＝
鳥
取
・
県
立
鳥

取
西
高
校
、
学
研
賞
＝
岐

阜
・
県
立
岐
阜
高
校
、
埼

玉
県
経
営
者
協
会
賞
＝
愛

知
・
海
陽
中
等
教
育
学
校
、

（※記事は現地取材及び科学技術振興機構のＨＰ「科学の甲子園」などを参照しました。※写真提供／国立研究開発法人 科学技術振興機構）

※1：2019年4月学科再編（設置申請中：内容は予定であり、変更が生じる場合があります。）　※2：2019年4月学部新設（設置申請中：内容は予定であり、変更が生じる場合があります。）

2019年4月、3つの新しい学びが始まる。

国際関係学部 情報理工学部※2※1 ※2

https://www.kyoto-su.ac.jp

生命科学部国際関係学部
国際関係学科 先端生命科学科

産業生命科学科

経営学部
マネジメント学科

3学科体制から
1学科体制に再編します。

まだ世界にない、
つながりを。

生命のその先に、
未来の社会を創造する。

マネジメントは、
あなたと社会を変える力。
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事
前
に
公
開
さ
れ
た
実

技
③
は「
は
ば
た
け
！ 

コ

バ
ト
ン
―
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給

電
は
ば
た
き
機
レ
ー
ス
」

（
競
技
者
４
人
・
競
技
時

間
２
時
間
）
で
し
た
。
埼

玉
県
の
県
鳥
で
あ
る
シ
ラ

コ
バ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
県
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

「
コ
バ
ト
ン
」
に
見
立
て

た
は
ば
た
き
機
を
製
作

し
、
ラ
イ
ン
に
吊
っ
て
レ

ー
ス
（
予
選
は
30
㍍
、
決

勝
は
40
㍍
）
を
行
い
、
所

要
時
間
を
競
い
ま
す
。
は

ば
た
き
機
を
す
ば
や
く
進

め
る
た
め
に
羽
根
の
形
状

や
ス
ピ
ー
ド
を
工
夫
し
た

り
、
短
時
間
で
給
電
で
き

る
受
電
コ
イ
ル
を
つ
く
る

こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

　
事
前
に
公
開
さ
れ
て
い

た
だ
け
に
、
各
校
と
も
入

念
に
準
備
を
重
ね
、
ゴ
ー

ル
ま
で
た
ど
り
着
い
た
機

体
に
は
ポ
リ
袋
の
羽
根
の

は
ば
た
き
を
推
進
力
に
替

え
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
予
選
の
上
位
８
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
決
勝
は
、
予

選
１
位
の
広
島
学
院
高
校

と
６
位
の
福
井
県
立
藤
島

高
校
が
大
接
戦
を
演
じ
ま

し
た
が
、
給
電
せ
ず
に
40

㍍
を
飛
び
切
る
「
コ
バ
ト

ン
」
を
製
作
し
た
藤
島
高

校
が
優
勝
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
「
決
勝
は
一
発

勝
負
な
の
で
、一
か
八
か
、

リ
ス
ク
を
と
り
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
良
か
っ
た
」
と

喜
び
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　「
光
と
色
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
」（
同
３
人
・
同
２
時
間
）
は
物
理
か
ら
の
出
題
で

す
。
青
・
緑
・
赤
・
紫
・

黄
の
５
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光

ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
最

低
電
圧
を
測
り
ま
す
。
ま

た
、
光
を
当
て
る
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
太
陽
電
池
の
よ
う
に

発
電
す
る
こ
と
を
確
か
め

ま
す
。
さ
ら
に
光
を
貯
め

込
み
、
暗
く
な
る
と
発
光

す
る
蓄
光
シ
ー
ト
に
５
色

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
当
て
る
と
光

り
方
が
ど
う
変
わ
る
か
も

確
か
め
ま
し
た
。
身
近
な

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
光
と
色

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
を

考
察
し
、
光
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
不
連
続
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ
る
課
題
で

す
。
１
位
は
岩
手
県
立
盛

岡
第
一
高
校
で
「
自
信
が

あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
論
理
的
に
解
答
が
書

け
た
と
思
う
。
１
位
と
い

う
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

実
技
❸

実
技
❷

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

光
と
色
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
５
色
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
光
る
の
に
必
要
な
最
低
電
圧
は
？

は
ば
た
け
！
コ
バ
ト
ン
／
優
勝
機
は
、

40
㍍
を
無
給
電
で
ひ
と
っ
飛
び

仲間を信じ　助け合う

法政大学の理系４学部

法政大学の理系４学部は全て英語外部試験利用入試を導入
英語外部試験の基準を満たせば数学１科目で受験可能。
詳しくは本学入試情報サイトをご覧ください。

研究設備の充実した小金井キャンパス

情報科学部

理工学部

生命科学部

デザイン工学部

アイディアを情報技術で
表現することにより、新たな価値を創造
コンピュータ科学科
ディジタルメディア学科

新しい文化を構築する
「総合デザイン力」を追求
建築学科
都市環境デザイン工学科
システムデザイン学科

世界のどこでも活躍できる
マルチな理工系人材を育成
機械工学科（機械工学専修・航空操縦学専修）
電気電子工学科／応用情報工学科
経営システム工学科／創生科学科

「生命」「植物」「物質」の３領域に
基づく最新生命科学を探究
生命機能学科
環境応用化学科
応用植物科学科

※市ケ谷キャンパスT O P I C S

http://nyushi.hosei.ac.jp/ 
法政　入試 検索
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●旭化成株式会社　●アジレント・テクノロジー株式会社　●株式会社内田洋行　
●AGS株式会社　●株式会社学研ホールディングス　●ケニス株式会社　●株式会
社講談社（Rikejo）　●一般社団法人埼玉県経営者協会　●株式会社埼玉りそな銀
行　●CIEE（ETS TOEFL）　●株式会社島津製作所／株式会社島津理化　●株式会
社しまむら　●帝人株式会社　●トヨタ自動車株式会社　●株式会社ナリカ　●公
益社団法人日本理科教育振興協会　●パナソニック株式会社　●株式会社武蔵野銀
行　●株式会社ヤガミ　●株式会社UL Japan

協
賛
企
業
・
団
体

（
50
音
順
）

応
援
企
業
・
団
体

（
50
音
順
）

●株式会社臼田ファインモータースクール　●三州製菓
株式会社　●サントリーホールディングス株式会社　
●スカパーJSAT株式会社　●セントラル自動車技研株
式会社　●株式会社タムロン　●テクノプロ・ホール
ディングス株式会社　●日本エマソン株式会社　●公益
財団法人日本発明振興協会　●株式会社ハーベス　●ブ
リタニカ・ジャパン株式会社

６
９
８
校
、８
７
２
５
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

過
去
最
多
の
学
校
数
と
出
場
者

　
科
学
の
甲
子
園
は
「
広

げ
よ
う
科
学
の
輪
　
活
か

そ
う
科
学
の
英
知
」
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
高
校
生
が

一
同
に
会
し
、
科
学
の
知

識
と
応
用
力
を
競
い
な
が

ら
科
学
好
き
の
裾
野
を
広

げ
、
ト
ッ
プ
層
の
力
を
さ

ら
に
伸
ば
す
目
的
で
２
０

１
２
年
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
に
は
、
過
去

最
多
の
６
９
８
校
か
ら
８

７
２
５
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
各
都
道
府
県
の
選
考

を
経
て
、
47
校
３
６
１
人

が
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、
選
手
を

代
表
し
て
山
形
県
立
米
沢

興
譲
館
高
校
の
嶋
貫
太
一

さ
ん
と
金
子
の
の
か
さ
ん

が
「
私
た
ち
は
、
私
た
ち

の
活
動
を
支
え
、
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、

正
々
堂
々
さ
わ
や
か
に
戦

い
ぬ
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。
大
会

初
日
に
科
学
に
関
す
る
知

識
と
そ
の
応
用
能
力
を
駆

使
す
る
筆
記
競
技
（
３
６

０
点
）
を
、
２
日
目
に
３

つ
の
実
技
競
技
（
各
２
４

０
点
）
を
行
い
、
そ
の
合

計
点
を
競
い
ま
し
た
。

　
筆
記
競
技
は
競
技
者
６

人
・
競
技
時
間
２
時
間
で
、

物
理
、
化
学
、
生
物
、
地

学
、
数
学
、
情
報
の
６
分

野
12
問
に
挑
み
ま
し
た
。

例
え
ば
、
数
学
の
設
問
で

は
、
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
で

見
か
け
る
回

転
す
る
丸
テ

ー
ブ
ル
の
模

型
を
使
い
、

そ
こ
に
潜
む

「
鳩
の
巣
原
理
」
な
ど
の

数
理
を
考
察
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
論
証

と
パ
ズ
ル
の
要
素
を
含
む

問
題
も
出
題
さ
れ
て
お

り
、
模
型
と
い
う
具
体
物

を
操
作
す
る
こ
と
で
考
え

を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
狙
っ
た
も

の
で
す
。

　
設
問
に
は
、
教

科
・
科
目
の
枠
を

超
え
た
融
合
的
な
問
題
も

多
く
、
得
意
分
野
の
異
な

る
メ
ン
バ
ー
が
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
い
か
に
発

揮
で
き
る
か
が
競
技
の
カ

ギ
と
な
り
ま
し
た
。

　
筆
記
競
技
で
は
総
合
優

勝
の
栄
光
学
園
高
校
（
神

奈
川
県
）
が
最
高
得
点
を

あ
げ
、
第
１
位
の
講
談
社

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　「
ク
ラ
ミ
ド
モ
ナ
ス
と

謎
の
粉
末
」（
競
技
者
３

人
・
競
技
時
間
２
時
間
）

は
生
物
の
課
題
。
ク
ラ
ミ

ド
モ
ナ
ス
は
、
葉
緑
体
を

持
っ
た
単
細
胞
の
緑
藻
類

で
す
。
光
に
反
応
し
て
移

動
す
る
「
光

ひ
か
り

走そ
う

性せ
い

」
と
い

う
特
性
を
利
用
し
、
ク
ラ

ミ
ド
モ
ナ
ス
を
集
め
る
な

ど
し
て
光
走
性
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
探
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
用
意
さ
れ
た
３
種
類

の
藻
類
の
正
体
を
突
き
止

め
る
課
題
も
出
題
さ
れ

ま
し
た
。
実
験
器
具
を

正
確
に
操
作
し
、
ど
ん

な
色
素
が
含
ま
れ
て
い

る
か
を
解
明
し
、
藻
類

を
特
定
し
ま
し
た
。

　
１
位
は
筑
波
大
学
附

属
駒
場
高
校
で
「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
生
か
せ
た

こ
と
と
実
験
に
楽
し
く

取
り
組
め
た
こ
と
」
を
勝

因
に
挙
げ
ま
し
た
。

筆 

記
実
技
❶

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会

沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

長
野
県

山
梨
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

新
潟
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

都
道
府
県
名

第
７
回 

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会 

出
場
校

県
立
開
邦
高
校
（
初
）

ラ
・
サ
ー
ル
高
校
（
７
）

県
立
宮
崎
西
高
校
（
７
）

大
分
東
明
高
校
（
初
）

県
立
熊
本
高
校
（
初
）

青
雲
高
校
（
２
）

県
立
唐
津
東
高
校
（
３
）

久
留
米
大
学
附
設
高
校
（
６
）

高
知
学
芸
高
校
（
５
）

愛
光
高
校
（
初
）

県
立
丸
亀
高
校
（
３
）

徳
島
市
立
高
校
（
６
）

高
水
高
校
（
初
）

広
島
学
院
高
校
（
６
）

県
立
倉
敷
天
城
高
校
（
初
）

県
立
松
江
北
高
校
（
３
）

県
立
鳥
取
西
高
校
（
７
）

智
辯
学
園
和
歌
山
高
校
（
５
）

帝
塚
山
高
校
（
初
）

県
立
神
戸
高
校
（
初
）

大
阪
星
光
学
院
高
校
（
３
）

府
立
桃
山
高
校
（
初
）

県
立
膳
所
高
校
（
７
）

県
立
伊
勢
高
校
（
５
）

海
陽
中
等
教
育
学
校
（
３
）

県
立
沼
津
東
高
校
（
初
）

県
立
岐
阜
高
校
（
７
）

松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
（
２
）

県
立
甲
府
南
高
校
（
３
）

県
立
藤
島
高
校
（
６
）

県
立
金
沢
二
水
高
校
（
初
）

県
立
富
山
中
部
高
校
（
５
）

県
立
新
潟
高
校
（
６
）

栄
光
学
園
高
校
（
７
）

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
校
（
５
）

県
立
千
葉
高
校
（
初
）

県
立
浦
和
高
校
（
３
）

県
立
前
橋
高
校
（
初
）

県
立
宇
都
宮
高
校
（
７
）

県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
（
２
）

県
立
安
積
高
校
（
３
）

県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
（
４
）

県
立
秋
田
高
校
（
６
）

仙
台
高
等
専
門
学
校
（
２
）

県
立
盛
岡
第
一
高
校
（
６
）

県
立
弘
前
高
校
（
初
）

函
館
ラ
・
サ
ー
ル
高
校
（
初
）

学
校
名（
カ
ッ
コ
内
は
出
場
回
数
で
す
）初出場は15校　膳所と智辯学園和歌山はセンバツ高校野球大会とアベック出場

物
理
や

化
学
な
ど 

６
分
野
の
課
題
に
挑
む

ク
ラ
ミ
ド
モ
ナ
ス
と
謎
の
粉
末
／

光
走
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
れ

全知力を傾けて難問に挑む
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優 勝 の 喜 び

　
栄
光
学
園
は
第
１
回
か
ら
の
連
続

出
場
で
、
第
５
回
大
会
で
は
総
合
２

位
に
輝
い
た
強
豪
校
で
す
。
メ
ン
バ

ー
は
２
年
生
６
人
と
１
年
生
２
人
。

将
来
は
医
学
部
や
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分

野
や
物
理
系
の
研
究
職
な
ど
全
員
が

理
系
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
優
勝
で

き
ず
に
悔
し
が
る
先
輩
た
ち
を
見
て

「
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

が
、
最
善
を
尽
く
そ
う
」
と
入
念
に

準
備
を
重
ね
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ

の
努
力
が
実
り
、筆
記
試
験
で
１
位
、

実
技
競
技
②
で
も
２
位
に
輝
き
、
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
で
２
年
生
の
千ち

吉ぎ

良ら

洋
介
さ
ん
は
「
僕
ら
よ
り
す
ご
い
先

輩
た
ち
が
毎
年
優
勝
で
き
な
く
て
、

悔
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
た
。
優
勝
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

み
ん
な
で
助
け
合
い
、
競
技
自
体
を

楽
し
め
た
こ
と
が
勝
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
喜
ん
だ
。
他
の
メ
ン
バ
ー

も
「
わ
か
ら
な
い
問
題
も
あ
っ
た
け

ど
、
チ
ー
ム
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ

た
。
優
勝
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
」

（
大
島
啓
吾
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
去
年

の
大
会
も
出
場
し
た
が
、
本
当
に
悔

し
い
思
い
を
し
た
。
今
年
は
結
果
を

だ
せ
て
う
れ
し
い
」（
大
嶋
俊
之
さ

ん
・
２
年
）▽「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
。

優
勝
に
貢
献
で
き
て
よ
か
っ
た
」（
狩

野
友
博
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
メ
ン
バ

ー
は
温
か
く
手
助
け
し
て
く
れ
、
感

謝
し
て
い
る
」（
竹
中
涼
さ
ん
・
１
年
）

▽
「
大
会
直
前
に
別
の
大
会
で
良
い

成
績
（
地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
）
を
と
り
、
み
ん
な
を
元
気
づ

け
ら
れ
た
の
が
良
か
っ
た
」（
田
中

匠
さ
ん
・
２
年
）
▽
「
気
の
利
い
た

こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
が
、
感
激
の

あ
ま
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」（
永
野

寛
さ
ん
・
１
年
）
▽
「
優
勝
で
き
て

本
当
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
み
ん

な
す
ご
い
」（
吉
開
泰
裕
さ
ん
・
２
年
）

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「先輩の無念晴らせた　最善を尽くした結果です」

初
回
か
ら
７
回
連
続
の
出
場
で
初
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
栄
光
学
園
の
メ
ン
バ
ー

神奈川・栄光学園が総合優勝7 　
第
７
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大

会
（
科
学
技
術
振
興
機
構
、
埼
玉

県
な
ど
主
催
）
が
、
３
月
16
～
19

日
の
４
日
間
、
さ
い
た
ま
市
の
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
と
さ
い
た
ま
市
記

念
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
全
国
47
都
道
府
県
代
表
の
高
校
生
た
ち
が
、
学
校
対
抗
で

科
学
の
知
識
と
技
能
を
競
い
合
っ
た
結
果
、
神
奈
川
県
代
表
の

私
立
栄
光
学
園
高
校
が
悲
願
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

総
合
２
位
は
私
立
広
島
学
院
高
校
（
広
島
県
）、
同
３
位
は
筑

波
大
学
附
属
駒
場
高
校
（
東
京
都
）
で
し
た
。
栄
光
学
園
は
、

５
月
18
日
か
ら
米
国
・
コ
ロ
ラ
ド
州
で
開
催
さ
れ
る
「
サ
イ
エ

ン
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ド
２
０
１
８
」
に
参
加
し
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
９
人
目

の
選
手
」
と
さ
れ
た
物
理
研
究
部
顧

問
の
塚
本
英
雄
教
諭（
50
）は「
大
会

に
参
加
を
希
望
し
た
全
校
の
20
人
か

ら
県
大
会
の
16
人
を
経
て
、
全
国
大

会
で
は
８
人
に
選
抜
。
大
会
に
出
場

し
た
先
輩
た
ち
が
残
し
た
ア
ド
バ
イ

ス
も
奏
功
し
、
競
技
に
活
か
せ
ま
し

た
。
私
も
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
彼

ら
に
は
こ
れ
か
ら
も
伸
び
伸
び
と
自

分
の
や
り
た
い
研
究
を
進
め
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
校

３位

広
島
学
院
高
校

２位 『第７回　科学の甲子園全国大会』　成績一覧
競技・成績 学校名

総合優勝（文部科学大臣賞・CIEE/TOEFL賞） 神奈川・栄光学園高校
総合２位（科学技術振興機構理事長賞・UL Japan賞） 広島・広島学院高校
総合３位（埼玉県知事賞・埼玉りそな銀行賞） 東京・筑波大学附属駒場高校
総合４位（さいたま市長賞・武蔵野銀行賞） 茨城・県立並木中等教育学校
総合５位（日本理科教育振興協会賞） 和歌山・智辯学園和歌山高校
総合６位 福島・県立安積高校
総合７位 兵庫・県立神戸高校
総合８位 福井・県立藤島高校
総合９位 大阪・大阪星光学院高校
総合10位 岐阜・県立岐阜高校
筆記競技１位（講談社賞） 神奈川・栄光学園高校
筆記競技２位（内田洋行賞） 和歌山・智辯学園和歌山高校
実技競技①　１位（トヨタ賞） 東京・筑波大学附属駒場高校
実技競技①　２位（ケニス賞） 兵庫・県立神戸高校
実技競技②　１位（パナソニック賞） 岩手・県立盛岡第一高校
実技競技②　２位（ヤガミ賞） 神奈川・栄光学園高校
実技競技③　１位（SHIMADZU賞） 福井・県立藤島高校
実技競技③　２位（ナリカ賞） 広島・広島学院高校
企業特別賞（旭化成賞）　優れたチームワークを発揮した優秀校 福島・県立安積高校
企業特別賞（アジレント・テクノロジー賞）　実技競技①で優れた実験スキルを発揮した優秀校 高知・高知学芸高校
企業特別賞（AGS賞）　筆記競技で独創的な発想にもとづく解答をした優秀校 鳥取・県立鳥取西高校
企業特別賞（学研賞）　実技競技③で優れたメカ・デザインを開発した優秀校 岐阜・県立岐阜高校
企業特別賞（埼玉県経営者協会賞）　１年生を含むチームの中の優秀校 愛知・海陽中等教育学校
企業特別賞（しまむら賞）　実技競技②で優れた探究心と考察力を発揮した優秀校 香川・県立丸亀高校
企業特別賞（帝人賞）　女子生徒３名以上を含むチームの中の最優秀校 三重・県立伊勢高校

度目の挑戦で
初の栄冠
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